
農業委員会だより第 38 号 1面 4面

令和７年６月　西東京市農業委員会だより（第 38 号）

農業委員会だより農業委員会だより
西東京市の風と緑～西東京市の風と緑～

農業委員会だより農業委員会だより農業委員会だより農業委員会だより
西東京市農産物キャラクター

「めぐみちゃん」

編集 ： 発行　西東京市農業委員会　住所： 西東京市南町5-6 - 13
　　　　　　（田無第二庁舎５階）　 TEL : ０４２-４２０－２８２０（直通）

各
表
彰
・
顕
彰
事
業
受
賞
者
の
紹
介

　「
第
66
回
東
京
都
農
業
委
員
会・農
業
者
大
会
」及

び「
令
和
６
年
度
北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

優
秀
農
業
経
営
者
表
彰
式
」に
お
い
て
、市
内
の
農
業

者
の
皆
様
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。受
賞
者
の
皆

様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
度
は
大
変
光
栄

な
賞
を
戴
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
近
年
で
は
夏
の
猛
暑

な
ど
今
ま
で
に
無
い
環

境
で
の
栽
培
で
大
変
な

こ
と
も
有
り
ま
す
が
、農

業
関
係
者
の
方
々
か
ら

指
導
し
て
い
た
だ
き
、今

後
も
安
定
し
て
野
菜
の

出
荷
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。
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第
64
回
企
業
的
農
業
経
営
顕
彰

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞
・

　
　
　
　
　
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞
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第
44
回
農
業
後
継
者
顕
彰

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞
・

　
　
　
　
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

鵜
野
　
純
一
さ
ん

下
田
　
直
広
さ
ん

　
　
令
和
７
年
５
月
よ
り
、
市

内
農
業
者
物
価
高
騰
等
対
応

補
助
金
の
申
請
受
付
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

方
、
あ
る
い
は
市
外
在
住
だ

が
市
内
の
み
に
農
地
を
有
し

て
い
る
農
業
者
で
、

①
令
和
７
年
中
に
農
業
収
入

が
あ
る
方

②
今
後
も
市
内
で
農
業
経
営

　
を
継
続
す
る
意
向
が
あ
る

方
を
対
象
と
し
、
令
和
７
年

中
に
お
け
る
肥
料
費
・
諸
材

料
費
・
動
力
光
熱
費
に
つい

て
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
　
申
請
方
法
や
そ
の
他
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
役
所

産
業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局
職
員
の
紹
介

　
農
作
業
中
に
熱
中
症
を
発
症
す
る
方
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
ま
め
な
休
憩
や
水
分
補
給
を
す
る
、
暑
い

時
間
の
作
業
を
極
力
避
け
る
な
ど
、

熱
中
症
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
７
年
４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

産
業
振
興
課
主
幹

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
　
安
達
　
豊

　
令
和
７
年
度
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
ご
案
内

　
農
業
者
年
金
は
、確
定
拠
出
型
の
公
的
年
金
で
す
。

ご
自
身
の
将
来
設
計
の
た
め
に
積
極
的
に
活
用
し
、

豊
か
な
生
活
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◇
加
入
要
件
（
次
の
３
つ
を
全
て
満
た
す
方
は
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。）

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　
②
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　
積
み
立
て
た
保
険
料
を
老
後
に
受
け
取
れ
る
積
立

方
式
で
、
加
入
者
・
受
給
者
数
の
増
減
に
左
右
さ
れ

な
い
安
定
し
た
制
度
で
す
。
月
額
２
万
円
か
ら
６
万

７
千
円
ま
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
保
険
料
を
自

由
に
選
択
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
読
者
の
皆
様
は
、　
昨
年
末
か
ら
の
米
・
野
菜
価

格
の
テ
レ
ビ
報
道
を
ど
う
お
思
い
だ
ろ
う
か
。

　
世
間
の
奥
様
方
に
マ
イ
ク
を
向
け
れ
ば
、「
お
高
く

て
困
る
わ
」
と
の
決
ま
り
文
句
ば
か
り
。
米
や
野
菜

は
定
価
格
（
低
価
格
）
で
な
い
と
い
け
な
い
の
か
？

な
ど
と
こ
れ
以
上
書
く
と
、
文
章
が
い
け
な
い
方
向

に
進
み
そ
う
な
の
で
軌
道
修
正
。

　
今
年
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
温
時
の

農
作
業
は
熱
中
症
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
危
険
で

す
の
で
休
養
、
栄
養
、
睡
眠
を
十
分
に
と
っ
て
酷
暑

を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
一同

　
こ
の
度
は
表
彰
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。　
　

　
ブ
ド
ウ
や
梨
、キ
ウ
イ

な
ど
甘
い
果
物
を
作
っ

て
い
け
る
よ
う
さ
ら
に

精
進
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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第
51
回
農
業
委
員
会
等
功
労
者
感
謝
状

　
こ
の
度
は
表
彰
い
た

だ
き
、感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

方
々
と
共
に
、野
菜
づ
く

り
の
楽
し
さ
を
広
げ
る

た
め
、頑
張
り
ま
す
。

冨
岡
　
誠
一
さ
ん

－ 1 － － 4 －

補助金情報

（後列左から：本田、安達、佐藤）
（前列左から：樋口、永井）

西東京市役所
産業振興課

☎042-420-2820

熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

【
熱
中
症
の
主
な
症
状
】

・
汗
を
か
か
な
い

・
め
ま
い
、
吐
き
気

・
倦
怠
感
　
な
ど

編
集

後
記

3 面 2 面

関
東
東
海
　
花
の
展
覧
会

学
校
給
食
に
取
り
組
む
農
業
者
へ
の

東
京
都
知
事
感
謝
状
贈
呈
式

西
東
京
市
農
業
委
員
会
　
講
演
会・意
見
交
換
会
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令
和
６
年
度

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

優
秀
農
業
経
営
者
表
彰

青
木
　
隆
夫
さ
ん

田
倉
　
寿
治
さ
ん
・
由
祈
子
さ
ん

　
こ
の
度
、こ
の
賞
を
い
た
だ
き
、皆
様
に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。減
少
し
つつ
あ
る
都
市
農
地
を

保
全
及
び
維
持
す
る
た
め
に
も
、現
在
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
体
験
農
園
、市
民
農
園
及
び
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
と一緒
に
農
作
業
を
す
る
こ
と
を
進
め
て
お
り

ま
す
の
で
、今
後
と
も
末
永
く
バ
ラ
ン
ス
良
く
柔
軟
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
30
日
、Ｊ
Ａ
東
京
み

ら
い
西
東
京
支
店
に
お
い
て
、
西
東
京

市
農
業
委
員
会
と
西
東
京
市
都
市
農

政
推
進
協
議
会
の
共
催
で
講
演
会
・

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
37
号
（
令
和
６
年
12
月
）で
は
、市
内
で
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
内
容
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今

号
で
は
実
際
に
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
い
る
安
田
弘
貴
さ
ん
（
安
田
農

園
）
に
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け

入
れ
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
？

Ａ
　
家
族
経
営
を
し
て
い
く
上
で
、

自
身
が
子
育
て
世
代
と
な

り
、
人
手
不
足
に
な
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ
　
現
在
受
け
入
れ
て
い
る
援
農

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
は
？

Ａ
　
現
在
は
２
名
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
頼
し

て
い
る
作
業
は
？

Ａ
　
初
め
の
頃
は
草
む
し
り
が
中

心
で
し
た
が
、
現
在
で
は
資

材
の
片
付
け
や
種
ま
き
、
定

植
作
業
な
ど
幅
広
い
作
業
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
利
用
を

考
え
て
い
る
農
業
者
の
方
へ

Ａ
　
播
種
や
定
植
な
ど
機
械
を
使

わ
な
い
方
は
人
手
が
欲
し
く
て

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
上
手

　
後
藤
光
藏
氏
（
武
蔵
大
学
名
誉
教

授
・
西
東
京
市
農
業
委
員
会
委
員
）

と
松
澤
龍
人
氏
（
東
京
都
農
業
会
議

事
務
局
次
長
）
が
講
師
と
し
て
登
壇

し
、
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
講
演
後
は
、

参
加
し
た
農
業
関
係

者
及
び
市
民
と
食
料

自
給
率
や
米
及
び
野

菜
の
価
格
高
騰
に
つ
い

て
意
見
交
換
や
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
１
月
24
日
に
「
学
校
給
食
に
取
り
組
む

農
業
者
への
東
京
都
知
事
感
謝
状
贈
呈
式
」
が
初
め

て
開
催
さ
れ
、
市
内
農
業
者
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
都
知
事
感
謝
状
は
、
都
内
の
学
校
給
食
に
30

年
以
上
継
続
し
て
出
荷
実
績
が
あ
り
、
現
在
も
出

荷
し
て
い
る
こ
と
や
、
食
育
活
動
及
び
地
域
への
波
及

活
動
の
取
組
実
績
が
１
つ
以
上
あ
る
農
業
者
に
贈
ら

れ
ま
す
。

第
73
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会
が
令
和
７
年
１
月

31
日
か
ら
２
月
２
日
に
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。西
東
京
市
の
花
き
農
家
か
ら
も

出
展
し
、銀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
指
導
農
業
士

令
和
６
年
度
に
指

導
農
業
士
の
認
定

を
受
け
ら
れ
た
方
を

紹
介
し
ま
す
。

　
指
導
農
業
士
と

は
優
れ
た
農
業
経

営
を
確
立
し
つつ
、

担
い
手
の
育
成
に
指

導
的
役
割
を
果
た

し
て
い
る
方
に
都
知

事
が
認
定
を
行
う

も
の
で
す
。

市
内
の
指
導
農
業
士

令
和
６
年
度

相
田
健
吾
さ
ん

令
和
５
年
度

田
倉
寿
治
さ
ん

令
和
３
年
度

髙
田
長
司
さ
ん

令
和
２
年
度

保
谷
隆
司
さ
ん

令
和
元
年
度

大
谷
孝
良
さ
ん

平
成
30
年
度

冨
岡
誠
一
さ
ん

平
成
28
年
度

都
築
則
幸
さ
ん

相
田
　
健
吾
さ
ん

－ 3 － － 2 －

濵中昇一さん
（ゼラニウム）

銀　賞

松澤　龍人氏 後藤　光藏氏

講演会・意見交換会の様
子

く
や
っ
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
不
安
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
草
む
し
り
や
資
材
の
片
付
け

な
ど
、
機
械
で
は
で
き
な
い
こ
と
を

手
伝
っ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
も
だ
い

ぶ
助
か
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
お
手
伝
い
に
来
ら
れ
る
方
の
レ
ベ
ル

も
様
々
で
、
初
め
は
農
業
者
側
も
一

か
ら
教
え
て
あ
げ
る
の
は
大
変
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
も
段
々
と
慣
れ
て
く
る
の
で

安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思

い
ま
す
。

安田農園
安田さんご夫妻
安田農園

安田さんご夫妻

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
特
集
　
第
二
弾
‼
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各
表
彰
・
顕
彰
事
業
受
賞
者
の
紹
介

　「
第
66
回
東
京
都
農
業
委
員
会・農
業
者
大
会
」及

び「
令
和
６
年
度
北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

優
秀
農
業
経
営
者
表
彰
式
」に
お
い
て
、市
内
の
農
業

者
の
皆
様
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。受
賞
者
の
皆

様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
度
は
大
変
光
栄

な
賞
を
戴
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
近
年
で
は
夏
の
猛
暑

な
ど
今
ま
で
に
無
い
環

境
で
の
栽
培
で
大
変
な

こ
と
も
有
り
ま
す
が
、農

業
関
係
者
の
方
々
か
ら

指
導
し
て
い
た
だ
き
、今

後
も
安
定
し
て
野
菜
の

出
荷
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦ ◇♦
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
♦
◇
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◇
♦
◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
♦
◇
♦
◇

♦

第
64
回
企
業
的
農
業
経
営
顕
彰

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞
・

　
　
　
　
　
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
♦
◇
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◇
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♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦

◇

第
44
回
農
業
後
継
者
顕
彰

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞
・

　
　
　
　
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

鵜
野
　
純
一
さ
ん

下
田
　
直
広
さ
ん

　
　
令
和
７
年
５
月
よ
り
、
市

内
農
業
者
物
価
高
騰
等
対
応

補
助
金
の
申
請
受
付
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

方
、
あ
る
い
は
市
外
在
住
だ

が
市
内
の
み
に
農
地
を
有
し

て
い
る
農
業
者
で
、

①
令
和
７
年
中
に
農
業
収
入

が
あ
る
方

②
今
後
も
市
内
で
農
業
経
営

　
を
継
続
す
る
意
向
が
あ
る

方
を
対
象
と
し
、
令
和
７
年

中
に
お
け
る
肥
料
費
・
諸
材

料
費
・
動
力
光
熱
費
に
つい

て
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
　
申
請
方
法
や
そ
の
他
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
役
所

産
業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局
職
員
の
紹
介

　
農
作
業
中
に
熱
中
症
を
発
症
す
る
方
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
ま
め
な
休
憩
や
水
分
補
給
を
す
る
、
暑
い

時
間
の
作
業
を
極
力
避
け
る
な
ど
、

熱
中
症
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
７
年
４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

産
業
振
興
課
主
幹

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
　
安
達
　
豊

　
令
和
７
年
度
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
ご
案
内

　
農
業
者
年
金
は
、確
定
拠
出
型
の
公
的
年
金
で
す
。

ご
自
身
の
将
来
設
計
の
た
め
に
積
極
的
に
活
用
し
、

豊
か
な
生
活
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◇
加
入
要
件
（
次
の
３
つ
を
全
て
満
た
す
方
は
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。）

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　
②
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　
積
み
立
て
た
保
険
料
を
老
後
に
受
け
取
れ
る
積
立

方
式
で
、
加
入
者
・
受
給
者
数
の
増
減
に
左
右
さ
れ

な
い
安
定
し
た
制
度
で
す
。
月
額
２
万
円
か
ら
６
万

７
千
円
ま
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
保
険
料
を
自

由
に
選
択
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
読
者
の
皆
様
は
、　
昨
年
末
か
ら
の
米
・
野
菜
価

格
の
テ
レ
ビ
報
道
を
ど
う
お
思
い
だ
ろ
う
か
。

　
世
間
の
奥
様
方
に
マ
イ
ク
を
向
け
れ
ば
、「
お
高
く

て
困
る
わ
」
と
の
決
ま
り
文
句
ば
か
り
。
米
や
野
菜

は
定
価
格
（
低
価
格
）
で
な
い
と
い
け
な
い
の
か
？

な
ど
と
こ
れ
以
上
書
く
と
、
文
章
が
い
け
な
い
方
向

に
進
み
そ
う
な
の
で
軌
道
修
正
。

　
今
年
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
温
時
の

農
作
業
は
熱
中
症
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
危
険
で

す
の
で
休
養
、
栄
養
、
睡
眠
を
十
分
に
と
っ
て
酷
暑

を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
一同

　
こ
の
度
は
表
彰
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。　
　

　
ブ
ド
ウ
や
梨
、キ
ウ
イ

な
ど
甘
い
果
物
を
作
っ

て
い
け
る
よ
う
さ
ら
に

精
進
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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◇

第
51
回
農
業
委
員
会
等
功
労
者
感
謝
状

　
こ
の
度
は
表
彰
い
た

だ
き
、感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

方
々
と
共
に
、野
菜
づ
く

り
の
楽
し
さ
を
広
げ
る

た
め
、頑
張
り
ま
す
。

冨
岡
　
誠
一
さ
ん

－ 1 － － 4 －

補助金情報

（後列左から：本田、安達、佐藤）
（前列左から：樋口、永井）

西東京市役所
産業振興課

☎042-420-2820

熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

【
熱
中
症
の
主
な
症
状
】

・
汗
を
か
か
な
い

・
め
ま
い
、
吐
き
気

・
倦
怠
感
　
な
ど

編
集

後
記

3 面 2 面

関
東
東
海
　
花
の
展
覧
会

学
校
給
食
に
取
り
組
む
農
業
者
へ
の

東
京
都
知
事
感
謝
状
贈
呈
式

西
東
京
市
農
業
委
員
会
　
講
演
会・意
見
交
換
会
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♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦

◇

令
和
６
年
度

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

優
秀
農
業
経
営
者
表
彰

青
木
　
隆
夫
さ
ん

田
倉
　
寿
治
さ
ん
・
由
祈
子
さ
ん

　
こ
の
度
、こ
の
賞
を
い
た
だ
き
、皆
様
に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。減
少
し
つつ
あ
る
都
市
農
地
を

保
全
及
び
維
持
す
る
た
め
に
も
、現
在
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
体
験
農
園
、市
民
農
園
及
び
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
と一緒
に
農
作
業
を
す
る
こ
と
を
進
め
て
お
り

ま
す
の
で
、今
後
と
も
末
永
く
バ
ラ
ン
ス
良
く
柔
軟
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
30
日
、Ｊ
Ａ
東
京
み

ら
い
西
東
京
支
店
に
お
い
て
、
西
東
京

市
農
業
委
員
会
と
西
東
京
市
都
市
農

政
推
進
協
議
会
の
共
催
で
講
演
会
・

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
37
号
（
令
和
６
年
12
月
）で
は
、市
内
で
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
内
容
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今

号
で
は
実
際
に
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
い
る
安
田
弘
貴
さ
ん
（
安
田
農

園
）
に
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け

入
れ
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
？

Ａ
　
家
族
経
営
を
し
て
い
く
上
で
、

自
身
が
子
育
て
世
代
と
な

り
、
人
手
不
足
に
な
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ
　
現
在
受
け
入
れ
て
い
る
援
農

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
は
？

Ａ
　
現
在
は
２
名
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
頼
し

て
い
る
作
業
は
？

Ａ
　
初
め
の
頃
は
草
む
し
り
が
中

心
で
し
た
が
、
現
在
で
は
資

材
の
片
付
け
や
種
ま
き
、
定

植
作
業
な
ど
幅
広
い
作
業
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
利
用
を

考
え
て
い
る
農
業
者
の
方
へ

Ａ
　
播
種
や
定
植
な
ど
機
械
を
使

わ
な
い
方
は
人
手
が
欲
し
く
て

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
上
手

　
後
藤
光
藏
氏
（
武
蔵
大
学
名
誉
教

授
・
西
東
京
市
農
業
委
員
会
委
員
）

と
松
澤
龍
人
氏
（
東
京
都
農
業
会
議

事
務
局
次
長
）
が
講
師
と
し
て
登
壇

し
、
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
講
演
後
は
、

参
加
し
た
農
業
関
係

者
及
び
市
民
と
食
料

自
給
率
や
米
及
び
野

菜
の
価
格
高
騰
に
つ
い

て
意
見
交
換
や
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
１
月
24
日
に
「
学
校
給
食
に
取
り
組
む

農
業
者
への
東
京
都
知
事
感
謝
状
贈
呈
式
」
が
初
め

て
開
催
さ
れ
、
市
内
農
業
者
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
都
知
事
感
謝
状
は
、
都
内
の
学
校
給
食
に
30

年
以
上
継
続
し
て
出
荷
実
績
が
あ
り
、
現
在
も
出

荷
し
て
い
る
こ
と
や
、
食
育
活
動
及
び
地
域
への
波
及

活
動
の
取
組
実
績
が
１
つ
以
上
あ
る
農
業
者
に
贈
ら

れ
ま
す
。

第
73
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会
が
令
和
７
年
１
月

31
日
か
ら
２
月
２
日
に
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。西
東
京
市
の
花
き
農
家
か
ら
も

出
展
し
、銀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
指
導
農
業
士

令
和
６
年
度
に
指

導
農
業
士
の
認
定

を
受
け
ら
れ
た
方
を

紹
介
し
ま
す
。

　
指
導
農
業
士
と

は
優
れ
た
農
業
経

営
を
確
立
し
つつ
、

担
い
手
の
育
成
に
指

導
的
役
割
を
果
た

し
て
い
る
方
に
都
知

事
が
認
定
を
行
う

も
の
で
す
。

市
内
の
指
導
農
業
士

令
和
６
年
度

相
田
健
吾
さ
ん

令
和
５
年
度

田
倉
寿
治
さ
ん

令
和
３
年
度

髙
田
長
司
さ
ん

令
和
２
年
度

保
谷
隆
司
さ
ん

令
和
元
年
度

大
谷
孝
良
さ
ん

平
成
30
年
度

冨
岡
誠
一
さ
ん

平
成
28
年
度

都
築
則
幸
さ
ん

相
田
　
健
吾
さ
ん

－ 3 － － 2 －

濵中昇一さん
（ゼラニウム）

銀　賞

松澤　龍人氏 後藤　光藏氏

講演会・意見交換会の様
子

く
や
っ
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
不
安
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
草
む
し
り
や
資
材
の
片
付
け

な
ど
、
機
械
で
は
で
き
な
い
こ
と
を

手
伝
っ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
も
だ
い

ぶ
助
か
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
お
手
伝
い
に
来
ら
れ
る
方
の
レ
ベ
ル

も
様
々
で
、
初
め
は
農
業
者
側
も
一

か
ら
教
え
て
あ
げ
る
の
は
大
変
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
も
段
々
と
慣
れ
て
く
る
の
で

安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思

い
ま
す
。

安田農園
安田さんご夫妻
安田農園

安田さんご夫妻

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
特
集
　
第
二
弾
‼

3 面 2 面

関
東
東
海
　
花
の
展
覧
会

学
校
給
食
に
取
り
組
む
農
業
者
へ
の

東
京
都
知
事
感
謝
状
贈
呈
式

西
東
京
市
農
業
委
員
会
　
講
演
会・意
見
交
換
会

◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦ ◇♦
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◇
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◇
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◇
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◇
♦
◇
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◇
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◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦

◇

令
和
６
年
度

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

優
秀
農
業
経
営
者
表
彰

青
木
　
隆
夫
さ
ん

田
倉
　
寿
治
さ
ん
・
由
祈
子
さ
ん

　
こ
の
度
、こ
の
賞
を
い
た
だ
き
、皆
様
に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。減
少
し
つつ
あ
る
都
市
農
地
を

保
全
及
び
維
持
す
る
た
め
に
も
、現
在
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
体
験
農
園
、市
民
農
園
及
び
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
と一緒
に
農
作
業
を
す
る
こ
と
を
進
め
て
お
り

ま
す
の
で
、今
後
と
も
末
永
く
バ
ラ
ン
ス
良
く
柔
軟
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
30
日
、Ｊ
Ａ
東
京
み

ら
い
西
東
京
支
店
に
お
い
て
、
西
東
京

市
農
業
委
員
会
と
西
東
京
市
都
市
農

政
推
進
協
議
会
の
共
催
で
講
演
会
・

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
37
号
（
令
和
６
年
12
月
）で
は
、市
内
で
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
内
容
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今

号
で
は
実
際
に
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
い
る
安
田
弘
貴
さ
ん
（
安
田
農

園
）
に
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け

入
れ
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
？

Ａ
　
家
族
経
営
を
し
て
い
く
上
で
、

自
身
が
子
育
て
世
代
と
な

り
、
人
手
不
足
に
な
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ
　
現
在
受
け
入
れ
て
い
る
援
農

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
は
？

Ａ
　
現
在
は
２
名
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
頼
し

て
い
る
作
業
は
？

Ａ
　
初
め
の
頃
は
草
む
し
り
が
中

心
で
し
た
が
、
現
在
で
は
資

材
の
片
付
け
や
種
ま
き
、
定

植
作
業
な
ど
幅
広
い
作
業
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
利
用
を

考
え
て
い
る
農
業
者
の
方
へ

Ａ
　
播
種
や
定
植
な
ど
機
械
を
使

わ
な
い
方
は
人
手
が
欲
し
く
て

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
上
手

　
後
藤
光
藏
氏
（
武
蔵
大
学
名
誉
教

授
・
西
東
京
市
農
業
委
員
会
委
員
）

と
松
澤
龍
人
氏
（
東
京
都
農
業
会
議

事
務
局
次
長
）
が
講
師
と
し
て
登
壇

し
、
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
講
演
後
は
、

参
加
し
た
農
業
関
係

者
及
び
市
民
と
食
料

自
給
率
や
米
及
び
野

菜
の
価
格
高
騰
に
つ
い

て
意
見
交
換
や
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
１
月
24
日
に
「
学
校
給
食
に
取
り
組
む

農
業
者
への
東
京
都
知
事
感
謝
状
贈
呈
式
」
が
初
め

て
開
催
さ
れ
、
市
内
農
業
者
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
都
知
事
感
謝
状
は
、
都
内
の
学
校
給
食
に
30

年
以
上
継
続
し
て
出
荷
実
績
が
あ
り
、
現
在
も
出

荷
し
て
い
る
こ
と
や
、
食
育
活
動
及
び
地
域
への
波
及

活
動
の
取
組
実
績
が
１
つ
以
上
あ
る
農
業
者
に
贈
ら

れ
ま
す
。

第
73
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会
が
令
和
７
年
１
月

31
日
か
ら
２
月
２
日
に
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。西
東
京
市
の
花
き
農
家
か
ら
も

出
展
し
、銀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
指
導
農
業
士

令
和
６
年
度
に
指

導
農
業
士
の
認
定

を
受
け
ら
れ
た
方
を

紹
介
し
ま
す
。

　
指
導
農
業
士
と

は
優
れ
た
農
業
経

営
を
確
立
し
つつ
、

担
い
手
の
育
成
に
指

導
的
役
割
を
果
た

し
て
い
る
方
に
都
知

事
が
認
定
を
行
う

も
の
で
す
。

市
内
の
指
導
農
業
士

令
和
６
年
度

相
田
健
吾
さ
ん

令
和
５
年
度

田
倉
寿
治
さ
ん

令
和
３
年
度

髙
田
長
司
さ
ん

令
和
２
年
度

保
谷
隆
司
さ
ん

令
和
元
年
度

大
谷
孝
良
さ
ん

平
成
30
年
度

冨
岡
誠
一
さ
ん

平
成
28
年
度

都
築
則
幸
さ
ん

相
田
　
健
吾
さ
ん

－ 3 － － 2 －

濵中昇一さん
（ゼラニウム）

銀　賞

松澤　龍人氏 後藤　光藏氏

講演会・意見交換会の様
子

く
や
っ
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
不
安
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
草
む
し
り
や
資
材
の
片
付
け

な
ど
、
機
械
で
は
で
き
な
い
こ
と
を

手
伝
っ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
も
だ
い

ぶ
助
か
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
お
手
伝
い
に
来
ら
れ
る
方
の
レ
ベ
ル

も
様
々
で
、
初
め
は
農
業
者
側
も
一

か
ら
教
え
て
あ
げ
る
の
は
大
変
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
も
段
々
と
慣
れ
て
く
る
の
で

安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思

い
ま
す
。

安田農園
安田さんご夫妻
安田農園

安田さんご夫妻

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
特
集
　
第
二
弾
‼
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各
表
彰
・
顕
彰
事
業
受
賞
者
の
紹
介

　「
第
66
回
東
京
都
農
業
委
員
会・農
業
者
大
会
」及

び「
令
和
６
年
度
北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

優
秀
農
業
経
営
者
表
彰
式
」に
お
い
て
、市
内
の
農
業

者
の
皆
様
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。受
賞
者
の
皆

様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
度
は
大
変
光
栄

な
賞
を
戴
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
近
年
で
は
夏
の
猛
暑

な
ど
今
ま
で
に
無
い
環

境
で
の
栽
培
で
大
変
な

こ
と
も
有
り
ま
す
が
、農

業
関
係
者
の
方
々
か
ら

指
導
し
て
い
た
だ
き
、今

後
も
安
定
し
て
野
菜
の

出
荷
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。
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第
64
回
企
業
的
農
業
経
営
顕
彰

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞
・

　
　
　
　
　
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞
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第
44
回
農
業
後
継
者
顕
彰

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞
・

　
　
　
　
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

鵜
野
　
純
一
さ
ん

下
田
　
直
広
さ
ん

　
　
令
和
７
年
５
月
よ
り
、
市

内
農
業
者
物
価
高
騰
等
対
応

補
助
金
の
申
請
受
付
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

方
、
あ
る
い
は
市
外
在
住
だ

が
市
内
の
み
に
農
地
を
有
し

て
い
る
農
業
者
で
、

①
令
和
７
年
中
に
農
業
収
入

が
あ
る
方

②
今
後
も
市
内
で
農
業
経
営

　
を
継
続
す
る
意
向
が
あ
る

方
を
対
象
と
し
、
令
和
７
年

中
に
お
け
る
肥
料
費
・
諸
材

料
費
・
動
力
光
熱
費
に
つい

て
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
　
申
請
方
法
や
そ
の
他
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
役
所

産
業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局
職
員
の
紹
介

　
農
作
業
中
に
熱
中
症
を
発
症
す
る
方
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
ま
め
な
休
憩
や
水
分
補
給
を
す
る
、
暑
い

時
間
の
作
業
を
極
力
避
け
る
な
ど
、

熱
中
症
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
７
年
４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

産
業
振
興
課
主
幹

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
　
安
達
　
豊

　
令
和
７
年
度
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
ご
案
内

　
農
業
者
年
金
は
、確
定
拠
出
型
の
公
的
年
金
で
す
。

ご
自
身
の
将
来
設
計
の
た
め
に
積
極
的
に
活
用
し
、

豊
か
な
生
活
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◇
加
入
要
件
（
次
の
３
つ
を
全
て
満
た
す
方
は
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。）

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　
②
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　
積
み
立
て
た
保
険
料
を
老
後
に
受
け
取
れ
る
積
立

方
式
で
、
加
入
者
・
受
給
者
数
の
増
減
に
左
右
さ
れ

な
い
安
定
し
た
制
度
で
す
。
月
額
２
万
円
か
ら
６
万

７
千
円
ま
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
保
険
料
を
自

由
に
選
択
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
読
者
の
皆
様
は
、　
昨
年
末
か
ら
の
米
・
野
菜
価

格
の
テ
レ
ビ
報
道
を
ど
う
お
思
い
だ
ろ
う
か
。

　
世
間
の
奥
様
方
に
マ
イ
ク
を
向
け
れ
ば
、「
お
高
く

て
困
る
わ
」
と
の
決
ま
り
文
句
ば
か
り
。
米
や
野
菜

は
定
価
格
（
低
価
格
）
で
な
い
と
い
け
な
い
の
か
？

な
ど
と
こ
れ
以
上
書
く
と
、
文
章
が
い
け
な
い
方
向

に
進
み
そ
う
な
の
で
軌
道
修
正
。

　
今
年
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
温
時
の

農
作
業
は
熱
中
症
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
危
険
で

す
の
で
休
養
、
栄
養
、
睡
眠
を
十
分
に
と
っ
て
酷
暑

を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
一同

　
こ
の
度
は
表
彰
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。　
　

　
ブ
ド
ウ
や
梨
、キ
ウ
イ

な
ど
甘
い
果
物
を
作
っ

て
い
け
る
よ
う
さ
ら
に

精
進
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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◇

第
51
回
農
業
委
員
会
等
功
労
者
感
謝
状

　
こ
の
度
は
表
彰
い
た

だ
き
、感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

方
々
と
共
に
、野
菜
づ
く

り
の
楽
し
さ
を
広
げ
る

た
め
、頑
張
り
ま
す
。

冨
岡
　
誠
一
さ
ん

－ 1 － － 4 －

補助金情報

（後列左から：本田、安達、佐藤）
（前列左から：樋口、永井）

西東京市役所
産業振興課

☎042-420-2820

熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

【
熱
中
症
の
主
な
症
状
】

・
汗
を
か
か
な
い

・
め
ま
い
、
吐
き
気

・
倦
怠
感
　
な
ど

編
集

後
記

3 面 2 面

関
東
東
海
　
花
の
展
覧
会

学
校
給
食
に
取
り
組
む
農
業
者
へ
の

東
京
都
知
事
感
謝
状
贈
呈
式

西
東
京
市
農
業
委
員
会
　
講
演
会・意
見
交
換
会
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令
和
６
年
度

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

優
秀
農
業
経
営
者
表
彰

青
木
　
隆
夫
さ
ん

田
倉
　
寿
治
さ
ん
・
由
祈
子
さ
ん

　
こ
の
度
、こ
の
賞
を
い
た
だ
き
、皆
様
に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。減
少
し
つつ
あ
る
都
市
農
地
を

保
全
及
び
維
持
す
る
た
め
に
も
、現
在
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
体
験
農
園
、市
民
農
園
及
び
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
と一緒
に
農
作
業
を
す
る
こ
と
を
進
め
て
お
り

ま
す
の
で
、今
後
と
も
末
永
く
バ
ラ
ン
ス
良
く
柔
軟
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
30
日
、Ｊ
Ａ
東
京
み

ら
い
西
東
京
支
店
に
お
い
て
、
西
東
京

市
農
業
委
員
会
と
西
東
京
市
都
市
農

政
推
進
協
議
会
の
共
催
で
講
演
会
・

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
37
号
（
令
和
６
年
12
月
）で
は
、市
内
で
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
内
容
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今

号
で
は
実
際
に
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
い
る
安
田
弘
貴
さ
ん
（
安
田
農

園
）
に
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け

入
れ
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
？

Ａ
　
家
族
経
営
を
し
て
い
く
上
で
、

自
身
が
子
育
て
世
代
と
な

り
、
人
手
不
足
に
な
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ
　
現
在
受
け
入
れ
て
い
る
援
農

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
は
？

Ａ
　
現
在
は
２
名
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
頼
し

て
い
る
作
業
は
？

Ａ
　
初
め
の
頃
は
草
む
し
り
が
中

心
で
し
た
が
、
現
在
で
は
資

材
の
片
付
け
や
種
ま
き
、
定

植
作
業
な
ど
幅
広
い
作
業
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
利
用
を

考
え
て
い
る
農
業
者
の
方
へ

Ａ
　
播
種
や
定
植
な
ど
機
械
を
使

わ
な
い
方
は
人
手
が
欲
し
く
て

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
上
手

　
後
藤
光
藏
氏
（
武
蔵
大
学
名
誉
教

授
・
西
東
京
市
農
業
委
員
会
委
員
）

と
松
澤
龍
人
氏
（
東
京
都
農
業
会
議

事
務
局
次
長
）
が
講
師
と
し
て
登
壇

し
、
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
講
演
後
は
、

参
加
し
た
農
業
関
係

者
及
び
市
民
と
食
料

自
給
率
や
米
及
び
野

菜
の
価
格
高
騰
に
つ
い

て
意
見
交
換
や
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
１
月
24
日
に
「
学
校
給
食
に
取
り
組
む

農
業
者
への
東
京
都
知
事
感
謝
状
贈
呈
式
」
が
初
め

て
開
催
さ
れ
、
市
内
農
業
者
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
都
知
事
感
謝
状
は
、
都
内
の
学
校
給
食
に
30

年
以
上
継
続
し
て
出
荷
実
績
が
あ
り
、
現
在
も
出

荷
し
て
い
る
こ
と
や
、
食
育
活
動
及
び
地
域
への
波
及

活
動
の
取
組
実
績
が
１
つ
以
上
あ
る
農
業
者
に
贈
ら

れ
ま
す
。

第
73
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会
が
令
和
７
年
１
月

31
日
か
ら
２
月
２
日
に
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。西
東
京
市
の
花
き
農
家
か
ら
も

出
展
し
、銀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
指
導
農
業
士

令
和
６
年
度
に
指

導
農
業
士
の
認
定

を
受
け
ら
れ
た
方
を

紹
介
し
ま
す
。

　
指
導
農
業
士
と

は
優
れ
た
農
業
経

営
を
確
立
し
つつ
、

担
い
手
の
育
成
に
指

導
的
役
割
を
果
た

し
て
い
る
方
に
都
知

事
が
認
定
を
行
う

も
の
で
す
。

市
内
の
指
導
農
業
士

令
和
６
年
度

相
田
健
吾
さ
ん

令
和
５
年
度

田
倉
寿
治
さ
ん

令
和
３
年
度

髙
田
長
司
さ
ん

令
和
２
年
度

保
谷
隆
司
さ
ん

令
和
元
年
度

大
谷
孝
良
さ
ん

平
成
30
年
度

冨
岡
誠
一
さ
ん

平
成
28
年
度

都
築
則
幸
さ
ん

相
田
　
健
吾
さ
ん

－ 3 － － 2 －

濵中昇一さん
（ゼラニウム）

銀　賞

松澤　龍人氏 後藤　光藏氏

講演会・意見交換会の様
子

く
や
っ
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
不
安
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
草
む
し
り
や
資
材
の
片
付
け

な
ど
、
機
械
で
は
で
き
な
い
こ
と
を

手
伝
っ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
も
だ
い

ぶ
助
か
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
お
手
伝
い
に
来
ら
れ
る
方
の
レ
ベ
ル

も
様
々
で
、
初
め
は
農
業
者
側
も
一

か
ら
教
え
て
あ
げ
る
の
は
大
変
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
も
段
々
と
慣
れ
て
く
る
の
で

安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思

い
ま
す
。

安田農園
安田さんご夫妻
安田農園

安田さんご夫妻

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
特
集
　
第
二
弾
‼

3 面 2 面

関
東
東
海
　
花
の
展
覧
会

学
校
給
食
に
取
り
組
む
農
業
者
へ
の

東
京
都
知
事
感
謝
状
贈
呈
式

西
東
京
市
農
業
委
員
会
　
講
演
会・意
見
交
換
会
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◇

令
和
６
年
度

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

優
秀
農
業
経
営
者
表
彰

青
木
　
隆
夫
さ
ん

田
倉
　
寿
治
さ
ん
・
由
祈
子
さ
ん

　
こ
の
度
、こ
の
賞
を
い
た
だ
き
、皆
様
に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。減
少
し
つつ
あ
る
都
市
農
地
を

保
全
及
び
維
持
す
る
た
め
に
も
、現
在
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
体
験
農
園
、市
民
農
園
及
び
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
と一緒
に
農
作
業
を
す
る
こ
と
を
進
め
て
お
り

ま
す
の
で
、今
後
と
も
末
永
く
バ
ラ
ン
ス
良
く
柔
軟
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
30
日
、Ｊ
Ａ
東
京
み

ら
い
西
東
京
支
店
に
お
い
て
、
西
東
京

市
農
業
委
員
会
と
西
東
京
市
都
市
農

政
推
進
協
議
会
の
共
催
で
講
演
会
・

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
37
号
（
令
和
６
年
12
月
）で
は
、市
内
で
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
内
容
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今

号
で
は
実
際
に
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
い
る
安
田
弘
貴
さ
ん
（
安
田
農

園
）
に
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け

入
れ
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
？

Ａ
　
家
族
経
営
を
し
て
い
く
上
で
、

自
身
が
子
育
て
世
代
と
な

り
、
人
手
不
足
に
な
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ
　
現
在
受
け
入
れ
て
い
る
援
農

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
は
？

Ａ
　
現
在
は
２
名
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
頼
し

て
い
る
作
業
は
？

Ａ
　
初
め
の
頃
は
草
む
し
り
が
中

心
で
し
た
が
、
現
在
で
は
資

材
の
片
付
け
や
種
ま
き
、
定

植
作
業
な
ど
幅
広
い
作
業
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
利
用
を

考
え
て
い
る
農
業
者
の
方
へ

Ａ
　
播
種
や
定
植
な
ど
機
械
を
使

わ
な
い
方
は
人
手
が
欲
し
く
て

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
上
手

　
後
藤
光
藏
氏
（
武
蔵
大
学
名
誉
教

授
・
西
東
京
市
農
業
委
員
会
委
員
）

と
松
澤
龍
人
氏
（
東
京
都
農
業
会
議

事
務
局
次
長
）
が
講
師
と
し
て
登
壇

し
、
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
講
演
後
は
、

参
加
し
た
農
業
関
係

者
及
び
市
民
と
食
料

自
給
率
や
米
及
び
野

菜
の
価
格
高
騰
に
つ
い

て
意
見
交
換
や
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
１
月
24
日
に
「
学
校
給
食
に
取
り
組
む

農
業
者
への
東
京
都
知
事
感
謝
状
贈
呈
式
」
が
初
め

て
開
催
さ
れ
、
市
内
農
業
者
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
都
知
事
感
謝
状
は
、
都
内
の
学
校
給
食
に
30

年
以
上
継
続
し
て
出
荷
実
績
が
あ
り
、
現
在
も
出

荷
し
て
い
る
こ
と
や
、
食
育
活
動
及
び
地
域
への
波
及

活
動
の
取
組
実
績
が
１
つ
以
上
あ
る
農
業
者
に
贈
ら

れ
ま
す
。

第
73
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会
が
令
和
７
年
１
月

31
日
か
ら
２
月
２
日
に
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。西
東
京
市
の
花
き
農
家
か
ら
も

出
展
し
、銀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
指
導
農
業
士

令
和
６
年
度
に
指

導
農
業
士
の
認
定

を
受
け
ら
れ
た
方
を

紹
介
し
ま
す
。

　
指
導
農
業
士
と

は
優
れ
た
農
業
経

営
を
確
立
し
つつ
、

担
い
手
の
育
成
に
指

導
的
役
割
を
果
た

し
て
い
る
方
に
都
知

事
が
認
定
を
行
う

も
の
で
す
。

市
内
の
指
導
農
業
士

令
和
６
年
度

相
田
健
吾
さ
ん

令
和
５
年
度

田
倉
寿
治
さ
ん

令
和
３
年
度

髙
田
長
司
さ
ん

令
和
２
年
度

保
谷
隆
司
さ
ん

令
和
元
年
度

大
谷
孝
良
さ
ん

平
成
30
年
度

冨
岡
誠
一
さ
ん

平
成
28
年
度

都
築
則
幸
さ
ん

相
田
　
健
吾
さ
ん

－ 3 － － 2 －

濵中昇一さん
（ゼラニウム）

銀　賞

松澤　龍人氏 後藤　光藏氏

講演会・意見交換会の様
子

く
や
っ
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
不
安
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
草
む
し
り
や
資
材
の
片
付
け

な
ど
、
機
械
で
は
で
き
な
い
こ
と
を

手
伝
っ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
も
だ
い

ぶ
助
か
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
お
手
伝
い
に
来
ら
れ
る
方
の
レ
ベ
ル

も
様
々
で
、
初
め
は
農
業
者
側
も
一

か
ら
教
え
て
あ
げ
る
の
は
大
変
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
も
段
々
と
慣
れ
て
く
る
の
で

安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思

い
ま
す
。

安田農園
安田さんご夫妻
安田農園

安田さんご夫妻

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
特
集
　
第
二
弾
‼
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各
表
彰
・
顕
彰
事
業
受
賞
者
の
紹
介

　「
第
66
回
東
京
都
農
業
委
員
会・農
業
者
大
会
」及

び「
令
和
６
年
度
北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

優
秀
農
業
経
営
者
表
彰
式
」に
お
い
て
、市
内
の
農
業

者
の
皆
様
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。受
賞
者
の
皆

様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
度
は
大
変
光
栄

な
賞
を
戴
き
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
近
年
で
は
夏
の
猛
暑

な
ど
今
ま
で
に
無
い
環

境
で
の
栽
培
で
大
変
な

こ
と
も
有
り
ま
す
が
、農

業
関
係
者
の
方
々
か
ら

指
導
し
て
い
た
だ
き
、今

後
も
安
定
し
て
野
菜
の

出
荷
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦ ◇♦
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◇
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◇
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◇
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◇
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♦
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
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♦
◇
♦
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♦
◇
♦
◇
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◇
♦
◇
♦
◇

♦

第
64
回
企
業
的
農
業
経
営
顕
彰

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞
・

　
　
　
　
　
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞
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◇
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◇
♦
◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
♦
◇
♦
◇
♦
♦
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♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
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◇
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◇
♦
◇
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◇
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♦
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♦
◇
♦
◇
♦
◇
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♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦

◇

第
44
回
農
業
後
継
者
顕
彰

全
国
農
業
会
議
所
会
長
賞
・

　
　
　
　
東
京
都
農
業
会
議
会
長
賞

鵜
野
　
純
一
さ
ん

下
田
　
直
広
さ
ん

　
　
令
和
７
年
５
月
よ
り
、
市

内
農
業
者
物
価
高
騰
等
対
応

補
助
金
の
申
請
受
付
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

方
、
あ
る
い
は
市
外
在
住
だ

が
市
内
の
み
に
農
地
を
有
し

て
い
る
農
業
者
で
、

①
令
和
７
年
中
に
農
業
収
入

が
あ
る
方

②
今
後
も
市
内
で
農
業
経
営

　
を
継
続
す
る
意
向
が
あ
る

方
を
対
象
と
し
、
令
和
７
年

中
に
お
け
る
肥
料
費
・
諸
材

料
費
・
動
力
光
熱
費
に
つい

て
補
助
を
行
い
ま
す
。

　
　
申
請
方
法
や
そ
の
他
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
役
所

産
業
振
興
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局
職
員
の
紹
介

　
農
作
業
中
に
熱
中
症
を
発
症
す
る
方
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
ま
め
な
休
憩
や
水
分
補
給
を
す
る
、
暑
い

時
間
の
作
業
を
極
力
避
け
る
な
ど
、

熱
中
症
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
令
和
７
年
４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部

産
業
振
興
課
主
幹

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　
　
安
達
　
豊

　
令
和
７
年
度
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
ご
案
内

　
農
業
者
年
金
は
、確
定
拠
出
型
の
公
的
年
金
で
す
。

ご
自
身
の
将
来
設
計
の
た
め
に
積
極
的
に
活
用
し
、

豊
か
な
生
活
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

◇
加
入
要
件
（
次
の
３
つ
を
全
て
満
た
す
方
は
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。）

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　
②
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　
積
み
立
て
た
保
険
料
を
老
後
に
受
け
取
れ
る
積
立

方
式
で
、
加
入
者
・
受
給
者
数
の
増
減
に
左
右
さ
れ

な
い
安
定
し
た
制
度
で
す
。
月
額
２
万
円
か
ら
６
万

７
千
円
ま
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
て
保
険
料
を
自

由
に
選
択
で
き
ま
す
。

　
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
読
者
の
皆
様
は
、　
昨
年
末
か
ら
の
米
・
野
菜
価

格
の
テ
レ
ビ
報
道
を
ど
う
お
思
い
だ
ろ
う
か
。

　
世
間
の
奥
様
方
に
マ
イ
ク
を
向
け
れ
ば
、「
お
高
く

て
困
る
わ
」
と
の
決
ま
り
文
句
ば
か
り
。
米
や
野
菜

は
定
価
格
（
低
価
格
）
で
な
い
と
い
け
な
い
の
か
？

な
ど
と
こ
れ
以
上
書
く
と
、
文
章
が
い
け
な
い
方
向

に
進
み
そ
う
な
の
で
軌
道
修
正
。

　
今
年
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
温
時
の

農
作
業
は
熱
中
症
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
危
険
で

す
の
で
休
養
、
栄
養
、
睡
眠
を
十
分
に
と
っ
て
酷
暑

を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
一同

　
こ
の
度
は
表
彰
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。　
　

　
ブ
ド
ウ
や
梨
、キ
ウ
イ

な
ど
甘
い
果
物
を
作
っ

て
い
け
る
よ
う
さ
ら
に

精
進
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦

◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
♦
◇
♦
◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇
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◇

第
51
回
農
業
委
員
会
等
功
労
者
感
謝
状

　
こ
の
度
は
表
彰
い
た

だ
き
、感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

方
々
と
共
に
、野
菜
づ
く

り
の
楽
し
さ
を
広
げ
る

た
め
、頑
張
り
ま
す
。

冨
岡
　
誠
一
さ
ん

－ 1 － － 4 －

補助金情報

（後列左から：本田、安達、佐藤）
（前列左から：樋口、永井）

西東京市役所
産業振興課

☎042-420-2820

熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

【
熱
中
症
の
主
な
症
状
】

・
汗
を
か
か
な
い

・
め
ま
い
、
吐
き
気

・
倦
怠
感
　
な
ど

編
集

後
記

3 面 2 面

関
東
東
海
　
花
の
展
覧
会

学
校
給
食
に
取
り
組
む
農
業
者
へ
の

東
京
都
知
事
感
謝
状
贈
呈
式

西
東
京
市
農
業
委
員
会
　
講
演
会・意
見
交
換
会

◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦ ◇♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦

◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦◇♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦
◇
♦

◇

令
和
６
年
度

北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

優
秀
農
業
経
営
者
表
彰

青
木
　
隆
夫
さ
ん

田
倉
　
寿
治
さ
ん
・
由
祈
子
さ
ん

　
こ
の
度
、こ
の
賞
を
い
た
だ
き
、皆
様
に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。減
少
し
つつ
あ
る
都
市
農
地
を

保
全
及
び
維
持
す
る
た
め
に
も
、現
在
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
体
験
農
園
、市
民
農
園
及
び
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
と一緒
に
農
作
業
を
す
る
こ
と
を
進
め
て
お
り

ま
す
の
で
、今
後
と
も
末
永
く
バ
ラ
ン
ス
良
く
柔
軟
に

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
１
月
30
日
、Ｊ
Ａ
東
京
み

ら
い
西
東
京
支
店
に
お
い
て
、
西
東
京

市
農
業
委
員
会
と
西
東
京
市
都
市
農

政
推
進
協
議
会
の
共
催
で
講
演
会
・

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
37
号
（
令
和
６
年
12
月
）で
は
、市
内
で
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
内
容
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今

号
で
は
実
際
に
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
い
る
安
田
弘
貴
さ
ん
（
安
田
農

園
）
に
イ
ン
タ
ビュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け

入
れ
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け

は
？

Ａ
　
家
族
経
営
を
し
て
い
く
上
で
、

自
身
が
子
育
て
世
代
と
な

り
、
人
手
不
足
に
な
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
す
。

Ｑ
　
現
在
受
け
入
れ
て
い
る
援
農

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
は
？

Ａ
　
現
在
は
２
名
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
頼
し

て
い
る
作
業
は
？

Ａ
　
初
め
の
頃
は
草
む
し
り
が
中

心
で
し
た
が
、
現
在
で
は
資

材
の
片
付
け
や
種
ま
き
、
定

植
作
業
な
ど
幅
広
い
作
業
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
利
用
を

考
え
て
い
る
農
業
者
の
方
へ

Ａ
　
播
種
や
定
植
な
ど
機
械
を
使

わ
な
い
方
は
人
手
が
欲
し
く
て

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
上
手

　
後
藤
光
藏
氏
（
武
蔵
大
学
名
誉
教

授
・
西
東
京
市
農
業
委
員
会
委
員
）

と
松
澤
龍
人
氏
（
東
京
都
農
業
会
議

事
務
局
次
長
）
が
講
師
と
し
て
登
壇

し
、
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
講
演
後
は
、

参
加
し
た
農
業
関
係

者
及
び
市
民
と
食
料

自
給
率
や
米
及
び
野

菜
の
価
格
高
騰
に
つ
い

て
意
見
交
換
や
質
疑

応
答
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
１
月
24
日
に
「
学
校
給
食
に
取
り
組
む

農
業
者
への
東
京
都
知
事
感
謝
状
贈
呈
式
」
が
初
め

て
開
催
さ
れ
、
市
内
農
業
者
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
都
知
事
感
謝
状
は
、
都
内
の
学
校
給
食
に
30

年
以
上
継
続
し
て
出
荷
実
績
が
あ
り
、
現
在
も
出

荷
し
て
い
る
こ
と
や
、
食
育
活
動
及
び
地
域
への
波
及

活
動
の
取
組
実
績
が
１
つ
以
上
あ
る
農
業
者
に
贈
ら

れ
ま
す
。

第
73
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会
が
令
和
７
年
１
月

31
日
か
ら
２
月
２
日
に
池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。西
東
京
市
の
花
き
農
家
か
ら
も

出
展
し
、銀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
指
導
農
業
士

令
和
６
年
度
に
指

導
農
業
士
の
認
定

を
受
け
ら
れ
た
方
を

紹
介
し
ま
す
。

　
指
導
農
業
士
と

は
優
れ
た
農
業
経

営
を
確
立
し
つつ
、

担
い
手
の
育
成
に
指

導
的
役
割
を
果
た

し
て
い
る
方
に
都
知

事
が
認
定
を
行
う

も
の
で
す
。

市
内
の
指
導
農
業
士

令
和
６
年
度

相
田
健
吾
さ
ん

令
和
５
年
度

田
倉
寿
治
さ
ん

令
和
３
年
度

髙
田
長
司
さ
ん

令
和
２
年
度

保
谷
隆
司
さ
ん

令
和
元
年
度

大
谷
孝
良
さ
ん

平
成
30
年
度

冨
岡
誠
一
さ
ん

平
成
28
年
度

都
築
則
幸
さ
ん

相
田
　
健
吾
さ
ん

－ 3 － － 2 －

濵中昇一さん
（ゼラニウム）

銀　賞

松澤　龍人氏 後藤　光藏氏

講演会・意見交換会の様
子

く
や
っ
て
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
不
安
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
草
む
し
り
や
資
材
の
片
付
け

な
ど
、
機
械
で
は
で
き
な
い
こ
と
を

手
伝
っ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
も
だ
い

ぶ
助
か
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
お
手
伝
い
に
来
ら
れ
る
方
の
レ
ベ
ル

も
様
々
で
、
初
め
は
農
業
者
側
も
一

か
ら
教
え
て
あ
げ
る
の
は
大
変
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
も
段
々
と
慣
れ
て
く
る
の
で

安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思

い
ま
す
。

安田農園
安田さんご夫妻
安田農園

安田さんご夫妻

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
特
集
　
第
二
弾
‼


